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(百万円未満四捨五入)

１．平成28年10月期第３四半期の連結業績（平成27年11月１日～平成28年７月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年10月期第３四半期 50,072 0.6 2,373 △37.5 3,855 △24.1 2,749 △24.2

27年10月期第３四半期 49,756 8.4 3,800 18.4 5,077 22.5 3,625 33.0
(注) 包括利益 28年10月期第３四半期 90百万円(△98.2％) 27年10月期第３四半期 4,920百万円( 4.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年10月期第３四半期 34.59 －

27年10月期第３四半期 45.36 －
　
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年10月期第３四半期 82,679 56,152 63.8

27年10月期 85,089 56,787 62.8
(参考) 自己資本 28年10月期第３四半期 52,759百万円 27年10月期 53,401百万円
　
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年10月期 － － － 8.00 8.00

28年10月期 － － －

28年10月期(予想) 8.00 8.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　
　

３．平成28年10月期の連結業績予想（平成27年11月１日～平成28年10月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属す

る当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 62,000 1.4 1,900 △49.0 3,800 △52.9 2,900 △55.8 36.49
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年10月期３Ｑ 86,977,709株 27年10月期 86,977,709株

② 期末自己株式数 28年10月期３Ｑ 7,505,926株 27年10月期 7,505,338株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年10月期３Ｑ 79,472,060株 27年10月期３Ｑ 79,915,724株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算
短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは完了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資
料の発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後さまざまな要因によって大きく異なる
結果となる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報
（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、基調としては緩やかな回復が続いているとみ
られるものの、為替円高の状況から輸出や設備投資は軟調に推移しております。また、新興国経済
の減速や英国のEU離脱問題などを巡って先行きは依然不透明な状況となっております。
このような情勢のもと、当グループは持続的成長の維持、企業体質の強化等の重要方針を達成す

べく、経営基盤の構築、利益率の向上及びコスト低減に取り組んでまいりました。また、国内外と
もに自社開発品を中心として、マーケティング戦略に基づく普及・販売の拡大に努めてまいりまし
た。
当グループの第３四半期連結累計期間における売上高は500億７千２百万円、前年同期比３億１千

７百万円(0.6％)の増となりました。損益面につきましては、為替円高の影響により、営業利益は
23億７千３百万円、前年同期比14億２千７百万円(37.5％)の減、経常利益は38億５千５百万円、前
年同期比12億２千２百万円(24.1％)の減となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、前
年に計上した特別利益の影響により、27億４千９百万円、前年同期比８億７千６百万円(24.2％)の
減となりました。

当グループの中心となる化学品セグメントは、農薬の販売が主体を占めております。この農薬の
中でも、主力となる水稲用除草剤及び水稲用箱処理剤は、４月から６月初めまでが実際の使用時期
となりますが、これに伴う販売のピークは通常２月から４月となります。従って、化学品セグメン
トの売上高は上半期に比べ下半期の割合が低くなる傾向にあります。

　
セグメントの概況につきましては以下の通りです。

　

セグメント

平成２８年１０月期
第３四半期

平成２７年１０月期
第３四半期

前年同期比

売上高 構成比 売上高 構成比 金額 増減率

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

化 学 品 46,735 93.3 46,514 93.5 221 0.5

賃 貸 173 0.3 173 0.3 0 0.1

そ の 他 3,164 6.3 3,069 6.2 95 3.1

計 50,072 100.0 49,756 100.0 317 0.6
　

① 化学品セグメント
国内販売部門の農耕地分野では、水稲用除草剤は自社開発の主力製品を中心に普及・拡販に努め

たものの、他社との競合激化など厳しい状況が続き水稲用除草剤全体の売上は前年同期を下回りま
した。水稲用箱処理剤は、「イソチアニル剤」の販売が好調に推移し前年同期を上回りました。
また、園芸分野では、殺菌剤「ファンタジスタ剤」、「プロポーズ剤」は病害の発生により前年同

期を上回りましたが、他既存剤は流通在庫調整の影響などにより低調に推移しました。
非農耕地向け薬剤販売及び受託加工は、流通在庫調整の影響により厳しい状況となりました。
海外販売部門では、畑作用除草剤「アクシーブ(ピロキサスルホン)剤」の米国での売上が伸長し、

植物成長調節剤「KIM-112」が欧州で堅調を維持したことなどから、前年同期を大きく上回りまし
た。

上記の結果、化学品セグメントの売上高は467億３千５百万円、前年同期比２億２千１百万円
(0.5％)の増、営業利益は25億２千６百万円、前年同期比13億９千万円(35.5％)の減となりました。

　
② 賃貸セグメント

賃貸セグメントの売上高は、引き続き保有資産の有効活用に努めた結果、１億７千３百万円(セ
グメント間の内部売上を含めた売上高は３億１千４百万円)、前年同期比０百万円(0.1％)の増、営
業利益は１億９千９百万円、前年同期比４百万円(2.0％)の増となりました。

　
③ その他

流通事業、印刷事業、情報サービス事業、環境中の化学物質等計量事業及びメガソーラーによる
売電収入などで構成されるその他は、流通事業では農薬関連取引先の取扱量減少により、売上、利
益ともに前年同期を下回りました。印刷事業では既存顧客への売上が増加し、さらに昨年来取り組
んできたコスト削減の効果が現われ、売上、利益ともに前年同期を上回りました。メガソーラー等
による売電収入は好天が続き売上、利益ともに前年同期を上回りました。以上の結果、その他全体
の売上高は31億６千４百万円、前年同期比９千５百万円(3.1％)の増、営業利益は１億８千５百万
円、前年同期比５千５百万円(22.8％)の減となりました。
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（２）連結財政状態に関する定性的情報
　財政状態の変動状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は826億７千９百万円で、前連結会計年度末に比べ24億９
百万円の減となりました。これは主に現金及び預金、商品及び製品並びに投資有価証券の減少が、
受取手形及び売掛金の増加を上回ったことなどによるものです。
負債は265億２千７百万円で、前連結会計年度末に比べ17億７千５百万円の減となりました。こ

れは主に支払手形及び買掛金、未払金並びに長期借入金の減少が、短期借入金の増加を上回ったこ
となどによるものです。
純資産は561億５千２百万円、自己資本比率は63.8％、１株当たり純資産は663円88銭となりまし

た。
　
（３）連結業績予想に関する定性的情報

最近の業績動向を踏まえ、通期の連結業績予想につきましては、前回公表時(平成28年６月７日)
から予想数値を変更しております。詳細につきましては、本日(平成28年９月９日)公表いたしまし
た「平成28年10月期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

　
２．サマリー情報(注記事項)に関する事項
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。
　
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用について、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する
税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて
計算しております。
なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）
（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年９月13日。以下「企業結合会計基
準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号平成25年９月13日。以下
「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号平成25年９
月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配
が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとと
もに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。ま
た、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定
による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表
に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から
非支配株主持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期
連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行
っています。
企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第
１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しています。
なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　

（減価償却方法の変更）
法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第32号平成28年６月17日）を当第３四半期連結会計期間に適用し、平成28年４
月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更して
おります。
なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額は軽微であります。
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